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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は，社会不安の潜在・顕在的処理過程の役割に関する検討を行った。主要な知見は以
下の通りである。顕在的処理は不安の主観的体験や意図的対処と関連し，潜在的処理は不安の
行動・生理的側面に関連していた。社会不安で認められる内的情報への注意は，処理の初期段
階である潜在処理において認められた。潜在的自尊心は問題解決場面での自律神経系活動の昂
進に関連していた。このことから，潜在的処理の歪みが不適応性に関連することが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The present study examined rolls of the implicit and explicit processing in social anxiety. 

Main findings are as follows. The explicit processing relates subjective experiences of 

anxiety and deliberate copings, and the implicit processing does behavioral and 

physiological aspects of anxiety. Attentional bias to internal information in social anxiety is 

observed in the early stage of the implicit processing. Implicit self-esteem relates high 

arousal in the autonomic nervous system in a problem-solving situation. These results 

indicate bias in the implicit processing relates unadaptability to stress situations. 
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１．研究開始当初の背景 

 不安の一般的特徴として，自分の置かれて
いる状況を脅威的に評価する認知傾向があ
り，嫌悪刺激に注意が向きやすくなるという
認知バイアスがある。こうした認知的な歪み

（認知評価の歪み及び認知バイアス）が，適
切な対処を阻害し，不安反応を高めていると
考えられる。不安の高さは，不安状況の脅威
度評価に依存するという評価理論により説
明されてきた。しかし，強迫性障害が「わか
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っちゃいるけどやめられない症候群」と言わ
れるように，本人の認識や考えに反して強迫
行動が引き起こされることがあり，意識レベ
ルでは理解・納得していても，実際には不合
理な行動が引き起こされることがある。これ
は，意識されない潜在過程（無意識レベル）
での処理が，意識可能な顕在過程に影響する
ことで生じた現象だと考えられる。不安にお
ける認知処理の歪みは，他の不安障害，例え
ば社会不安障害や恐怖症においても認めら
れ，不安障害の一般的特徴とも言える。不安
障害の病態を明確にするためにも，認知評価
のように意識することが可能である顕在過
程と，注意バイアスや記憶バイアスのように
意識することのできない潜在過程とに分け，
潜在・顕在の双方から不安障害における認知
情報処理過程での歪みを検討する必要があ
る。 

 社会不安者は自尊心が低いと言われてき
た。しかし，自尊心に関係する潜在的な記憶
連合を調べた研究では，顕在（意識）レベル
において低い自尊心も，潜在レベルでは高い
という報告もなされている。このことは，潜
在過程と顕在過程とでは，概念間の関係性や
認知処理が異なることを示しており，そのず
れこそが不安障害のさまざまな問題に結び
ついていると考えられる。また，処理過程に
おける意識性を考えると，不安反応の表出次
元や対処に対する潜在・顕在処理の影響過程
が異なることも予想できる。治療を行ったに
もかかわらず症状の再発が認められると言
う報告についても，潜在・顕在のずれの問題
が関与していると考えられる。すなわち，顕
在レベルでの不安は改善されたものの，潜在
レベルでの改善がなされていなかったこと
から生じる現象であると推察できる。 

 近年，Implicit Association Test (IAT)のよ
うに，記憶の潜在的連合を測定する手法が開
発されたことから，潜在レベルで概念間の関
係性を明らかにすることができるようにな
った。IATを用いることで，潜在的記憶連合
と顕在過程や不安反応との関係を検討する
ことが可能になったのである。 

 このように，不安の潜在過程と顕在過程は，
対処や不安反応，症状に異なる影響を与えて
いると考えられるため，潜在・顕在の双方か
ら不安処理のメカニズムを検討し，対処や不
安反応との関連を検討する必要がある。 

 

２．研究の目的 

 刺激や状況に対する認知評価や処理の歪
みが不安の特徴だとされている。処理には，
意識可能な顕在処理と意識できない潜在処
理があり，両処理段階での歪みに不安障害の
特徴や問題があると考えられる。そのため，
潜在・顕在処理の特徴と関係性を明らかにし，
それらが不安反応や対処に及ぼす影響につ

いて検討する必要がある。 

 本研究では，不安における認知情報処理を
潜在過程と顕在過程の両面から評価し，両処
理過程の関係，および認知評価の歪みや対処，
不安反応との関係を調べることで，不安障害
の特徴を明らかにすることを目的としてい
る。検討の対象として，不安障害において最
も罹患率の高い社会不安とし，社会不安傾向
の高い対象者を用いたアナログ研究を行っ
た。本研究は以下の５研究から構成されてい
る。 

（1） 社会不安における潜在的記憶構造と
顕在的記憶構造の関係，および不安反
応との関連に関する検討 

（2） 社会不安の治療的介入における潜在
的・顕在的記憶構造の変容における検
討 

（3） 社会不安における自己注目と注意の
関係に関する検討 

（4） 社会不安者の視線行動の対処的意味
に関する検討 

（5） 潜在的・顕在的自尊心の不整合と適応
性に関する検討 

 

３．研究の方法 

 （1）から（5）の検討において，それぞれ
研究の方法が異なるため，具体的な実験手続
きについては，研究成果の項で説明する。こ
こでは比較的共通している指標等について
の説明を行う。 

 社会不安傾向者の潜在処理は IATを用い
て，記憶の潜在的連合を評価した。IATでは，
社会的状況と否定的評価の潜在的連合，およ
び不安反応と否定的評価の潜在的連合を測
定した。顕在処理の指標として OPQ 

(Outcome Probability Questionnaire)と
OCQ (Outcome Cost Questionnaire)を用い
た。OPQはネガティブな社会的な出来事が
起こる可能性についての認知を，OCQはネ
ガティブな社会的出来事が起きたときの苦
痛の程度についての認知を測定する尺度で
ある。 

 生理指標には，自律神経系活動である心拍
数（HR），血圧（収縮期血圧 SBP・拡張期血
圧 DBP），末梢血流量を不安の指標として用
いた。一部の検討では，事象関連電位（ERP）
を注意処理の指標として用い，内的情報・外
的情報のいずれに注意資源を配分していた
かの検討を行った。また，スピーチ状況の視
線行動をアイカメラにより測定し，安全確保
行動として嫌悪対象である他者からの視線
回避が生じるかの検討を行った。 

 

４．研究成果 

（1） 社会不安における潜在的記憶構造と
顕在的記憶構造の関係，および不安反
応との関連に関する検討 



 

 

a) 社会不安における潜在的・顕在的記憶構
造の検討 

 社会不安の潜在的・顕在的記憶構造とその
関連について検討することを目的とした。記
憶の潜在的記憶構造は IAT により，「社会的
状況と否定的評価」の連合と「不安反応と否
定的評価」の連合を測定し，顕在的記憶連合
は OPQ と OCQ の 2 種類の尺度を用いて，
社会的脅威事象の生起可能性とその苦痛度
を評価した。大学生 582 名に対して SPS

（social phobia scale）を実施し，社会不安
高群 26名，低群 18名を抽出，実験を実施し
た。 

 その結果，社会不安の高い者は社会不安の
低い者よりも，「不安反応と否定的評価」の
潜在的連合が強固に形成されており，「社会
的状況と否定的評価」には違いが認められな
いことがわかった。顕在的連合は，両尺度と
もに社会不安高群で得点の高いことが確認
された。社会不安高者は，潜在的には不安反
応の表出が否定的な結果をもたらすと認識
しており，顕在的には社会的な出来事が起こ
りやすく苦痛をもたらすと考えていること
がわかる。 

 潜在的連合と顕在的連合の関連について
相関分析を行った結果，顕在的連合である
OPQ と OCQ の相関は比較的高いものの
（r=0.48, p<.01），潜在的連合との関連は有
意傾向にとどまる（不安反応の IAT と OPQ

との相関：r=0.27, p<.10）ことが示された。
このことから，社会不安の記憶構造の潜在的
連合の存在が実証されたとともに，潜在的連
合と顕在的連合は，完全には一致せず，独自
の機能を持っている可能性が示唆された。 

b) 社会不安の記憶構造と不安反応，認知の
歪みとの関連 

 社会不安の潜在的・顕在的記憶構造が不安
反応の表出や認知の歪みにどのような影響
を与えているかを検討した。SPS を大学生
582 名に実施し，実験参加に同意した社会不
安高群 26 名，中群 22 名，低群 18 名を参加
者として用いた。記憶構造の潜在的連合には
「不安反応と否定的評価」に関する IAT を，
顕在的連合には OPQ と OCQ を用いた。参
加者にはスピーチを行わせ，その間の不安反
応を認知（主観的不安），行動（パフォーマ
ンスの低下，話し方や声の質のような緊張し
ていることを他者に気づかれる合図となる
ような行動，全体的なパフォーマンス），生
理（自律神経反応）の３側面から評価すると
ともに，不安反応に対する認知の歪み（不安
反応の過大評価）を評価し，記憶連合との関
連を検討した。 

 不安反応の表出に関して，社会不安高群は
不安・緊張の得点が高いものの，失敗や口ご
もり，声の震えと言った行動的な側面での違
いは認められなかった。不安反応の自己評価

は，社会不安高群で高かった。パス解析によ
り記憶連合と不安反応との関連を検討した
結果，潜在的連合は不安の行動的側面に影響
し，顕在的連合は不安の認知的側面と認知の
歪みを含む認知症状に影響することを示し
たが，記憶構造と生理反応との関連は認めら
れなかった。この理由として，不安の生理的
側面は不安の成分だけでなく課題に対する
努力の成分が含まれるため，努力による生理
的賦活が影響して両者の関連が相殺された
可能性が考えられる。 

 そこで，不安の高さが努力に及ぼす影響を
統制するために，社会不安の高い者を対象と
し，記憶構造と生理反応の関連を検討した。
その結果，社会不安の高い者の中には顕在的
連合の強度は等しいが，潜在的連合の強度が
異なるサブタイプの存在することがわかっ
た。さらに，潜在的連合が強固に形成されて
いるタイプは潜在的連合の強度が弱いタイ
プよりも高い生理的覚醒を示し，認知症状に
は有意な差が認められないことが明らかに
なった。このことから，記憶構造の潜在的連
合は不安の行動的側面と生理的側面に影響
する一方で，顕在的連合は不安の認知的側面
や認知の歪みといった認知症状に影響する
ことが明らかとなった。これは，記憶構造の
潜在的連合と顕在的連合が社会不安症状に
特定的に影響し，潜在的連合は不随意的な症
状を予測する一方で，顕在的連合は随意的な
症状を予測することを意味する。 

 

（2） 社会不安の治療的介入における潜在
的・顕在的記憶構造の変容における検
討 

a) 社会不安の治療プロセスにおける潜在
的・顕在的記憶構造の変容 

 社会不安障害に対する認知行動療法のう
ち，エクスポージャー法と認知療法の２種類
の治療介入を行い，記憶構造の変容過程を調
べるアナログ研究を行った。認知療法は，社
会不安者の記憶構造として明らかになった
「不安反応と否定的評価」の連合と矛盾する
情報を提供することによって記憶構造を変
容することを目的としている。社会不安の高
い大学生 27 名（認知療法群 9 名，エクスポ
ージャー群 9 名，統制群 9 名）を対象とし，
4 回にわたる介入セッションを 1 週間間隔で
実施した。 

 その結果，認知療法群・エクスポージャー
群ともに試行を反復するに伴い，不安反応が
低減していた。特に，エクスポージャー群は
認知療法群に比べて不安の生理的側面の低
下が認められる一方で，認知療法群の方が不
安の主観的側面が低いことがわかった。エク
スポージャー群の方が，認知療法群に比べて
生理反応が低かったのは，長時間不安場面に
直面したことによる馴化によるものであり，



 

 

認知療法群は 5分間に固定されていたために
十分な馴化が生じなかったからだと考えら
れる。不安反応に対する自己評価において，
認知療法群はエクスポージャー群に比べて，
自身の不安反応を過大に評価しなかったこ
とが示された。さらに，認知療法群はエクス
ポージャーを反復することにより，他者から
否定的に評価される可能性やコストを低く
評価するようになり，評価の程度はエクスポ
ージャー群よりも低いことがわかった。以上
より，認知療法群においては，セッション中
に注意の歪みや認知の歪みの修正がなされ，
他者からは否定的評価されていないという
情報の入手が促進されたために，介入中の不
安の主観的側面に低下が認められたと考え
られる。一方，エクスポージャー群では，セ
ッション中に生理反応の低減が認められた
が，他者からの否定的評価に関する矛盾情報
を呈示されていないことから，注意の歪みや
認知の歪み，安全確保行動は修正されなかっ
たと考えられる。 

 記憶構造の変化において，認知療法群・エ
クスポージャー群ともに治療後には顕在的
連合の得点が低かった。さらに，認知療法群
は治療後の顕在的連合の得点が統制群より
も低いことが示された。一方，潜在的連合に
ついては有意な効果は得られなかった。すな
わち，介入によって顕在的連合は変化するも
のの，潜在的連合の変容にまでには至ってい
ない。潜在的連合の低下にまで至らなかった
のは，治療的介入が 4回と少ないことによる
もので，反復を重ねることで潜在的連合の低
下も確認できるのではないかと考えられる。
つまり，潜在的連合は顕在的連合と比べて遅
れて変化すると予想される。このことから，
社会不安障害の治療終結後の再発は，潜在的
連合の未修正によるものであると言える。 

b) 治療介入のマルチレベル分析 

 上記データのうち，認知療法群・エクスポ
ージャー群の治療介入に伴う変化をマルチ
レベル分析により再分析した。従来，分析に
は分散分析を用いて検討が行われてきたが，
これでは変化の方向性やトレンドについて
は検討できないという問題がある。治療にお
ける Emotional Processingモデルによれば，
治療介入の効果は不安反応のセッション内
とセッション間の両方で低下が確認される
必要がある。そのため，低下の程度を回帰直
線により検証できるマルチレベル分析の方
が妥当な検討方法だと考えられる。そこで，
治療介入前後で測定したベースラインでの
反応を指標として，プレベースラインからポ
ストベースラインの変化の推移（セッション
内比較）とプレベースラインのセッション間
推移（セッション間比較）の検討を行った。
その結果，主観的不安のセッション間比較に
おいて，エクスポージャー群での低下傾向が

大きいことが示された。また，サクラによる
行動中の態度評価は，認知療法群で改善の程
度が大きいことが示された。この結果から，
介入法によって変化の生じる指標に違いの
あることが明らかにできた。マルチレベル分
析は，分散分析によりも検出力が高く，臨床
データにも適用可能であることが示された。 

 

（3） 社会不安における自己注目と注意の
関係に関する検討 

a) 社会不安の記憶構造が注意の歪みに及ぼ
す影響 

 社会不安の高い者は社会的脅威情報に対
する注意バイアスを示すことが明らかにさ
れている。注意の潜在的な情報処理過程と顕
在的な処理過程では，注意の方向性が異なる
と考えられており，これは接近－回避仮説と
いわれている。ドットプローブ課題のような
認知心理学的な課題を用いた場合，刺激の呈
示時間が短い自動的な情報処理段階におい
ては，社会不安の高い者は脅威情報に注意を
向けやすいのに対し，刺激の呈示時間が長い
統制的な処理段階においては脅威情報から
注意をそらす傾向にあると考えられている。
接近－回避仮説における自動的処理と統制
的処理の役割をより明らかにするために，記
憶構造の潜在的側面と顕在的側面との関係
を調べた。大学生 39名（社会不安高群 12名，
中群 12 名，低群 15 名）を対象として IAT

とドットプローブ課題を行った。ドットプロ
ーブ課題の呈示時間は200 ms条件と500 ms

条件であった。 

 その結果，IATで測定した記憶の潜在的側
面と 200 msにおける注意バイアスが正の関
係にあり（r =.22），不安反応と否定的評価の
潜在的連合が強いほど，社会的脅威語に注意
を向けることがわかった。一方，質問紙を用
いて測定された記憶の顕在的側面と 500 ms

における注意バイアスは負の関係にあり（r 

=-.22），顕在的連合が強いほど，社会的脅威
語から注意をそらす傾向にあることがわか
った。以上のことから，記憶の潜在的連合は
初期の自動的な情報処理段階と関係してい
るのに対し，顕在的連合は後期の統制的な処
理段階と関係していることが明らかにされ
た。 

b) 社会不安者の生理的反応に対する注意 
－事象関連電位を用いた検討－ 

 社会不安者は対人場面において心拍数の
増大，発汗，手の震えといった内的情報に注
意を向けやすいと言われているが，他者の否
定的な表情や態度と言った外的情報にも注
意を向けることも指摘されている。そこで，
より潜在的な情報処理段階を測定できる事
象関連電位を用いて注意の方向性の検討を
行った。社会不安の高い大学生 11 名と低い
大学生 11名を対象とした。 



 

 

 参加者の注意が外的刺激（他者の顔写真，
家具の写真）に向いているか，内的刺激（生
理的反応）に向いているかを調べるプローブ
検出課題を行った。外的情報として、刺激か
の統制された他者の表情写真と家具の写真
を用いた。内的刺激プローブとして振動刺激
（100 Hz, 100 ms）を呈示した。振動刺激は
心拍数や発汗といった生理的反応に変化が
あった場合に振動する内的刺激であること
を事前に教示した。しかし，実際には生理的
反応とは関係なく呈示された。パソコン画面
上に注視点を 500 ms呈示した後，顔写真と
家具写真のいずれか１枚を呈示した。写真を
一定時間呈示した後（2250 ms, 3000 ms, or 

3750 ms），外的プローブとして写真上（顔写
真であれば目の付近）に“E”が呈示されるか，
内的プローブとして実験参加者の指先に振
動が呈示された。実験参加者は，“E”や振動
刺激が呈示されると，対応するボタンを押す
ことを求められた。 

 その結果，行動指標である反応時間につい
て，群×写真の種類×プローブの種類を要因と
した分散分析を行ったところ，有意な効果は
認められなかった。注意の指標である事象関
連電位は，振動刺激に対して N140が惹起さ
れ，対人不安高群は低群に比べて振動刺激に
対する振幅が大きかった。また，呈示されて
いる写真の種類に関係なく，社会不安の高い
者は生理的反応に注意を向けることが示さ
れた。外的プローブに対しては，N1 が惹起
されたが，社会不安の高低群の間に振幅値の
違いは認められなかった。このことから，対
人不安者は不安を喚起されていない状態に
おいても生理的反応に敏感になっているこ
とが明らかにされ，その注意バイアスは刺激
呈示後 140 msという潜在的な処理段階にお
いても現れていることがわかった。また，生
理的反応に対するこの注意バイアスは，外的
刺激の種類（他者の表情の種類など）に影響
されなかった。したがって，潜在的な情報処
理段階においては内的情報への注意処理が
優先的に行われていると言える。 

 

（4） 社会不安者の視線行動の対処的意味
に関する検討 

 社会不安者は，対人状況に置かれると不安
が高まり，それを緩和するための安全確保行
動として他者とのアイコンタクトを回避す
る傾向があると予測される。そこで，他者（サ
クラ）との会話中の視線行動を測定し，社会
不安者の特徴である自己注目との関連を検
討した。SIAS（social interaction anxiety 

scale）により対象者をスクリーニングし，社
会不安高群 22名，低群 21名を分析の対象と
した。自己について記述させることで自己注
目の操作を行った。実験参加者とサクラは互
いに自己紹介のスピーチを 3分行い，その間

の視線行動を測定した。 

 その結果，自己注目低条件において対人不
安高群よりも対人不安低群の方が，また対人
不安高群において自己注目低条件よりも自
己注目高条件の方が，スピーチ全体を通して
の注視時間が長かった。自己注目低条件にお
いて対人不安低群よりも対人不安高群でア
イコンタクト量が少なかったが，自己注目高
条件において対人不安の高低でアイコンタ
クト量に有意差は認められなかった。また，
聞き手よりも話し手の時にアイコンタクト
量が少なく，その傾向は対人不安高群で顕著
であることがわかった。さらに，聞き手より
も話し手の時に不安，内的情報への注意，他
者への注意，注意の不安定性が高く，生理的
覚醒が高いことがわかった。対人不安低群よ
りも対人不安高群で 1回あたりの回避時間が
長く，主観的不安が高いことがわかった。こ
れらの結果から，アイコンタクトには，不安
を低減するための安全確保行動としてのア
イコンタクト回避と，否定的評価を避ける対
処としての積極的なアイコンタクトの 2つの
意味があることが示唆された。 

 

（5） 潜在的・顕在的自尊心の不整合と適応
性に関する検討 

 社会不安者は自尊心が低いと言われる。し
かし，潜在的自尊心は高いという報告もある。
そこで，潜在的自尊心と顕在的自尊心の双方
を調べ，ストレスとの関連を調べることで，
潜在・顕在のいずれが問題であるのか，ある
いは，両者のずれに問題があるのかを検討す
ることとした。顕在的自尊心は自尊感情尺度
により測定し，高群 36名，低群 39名を抽出
し，実験参加者とした。彼らに潜在的自尊心
を測定する IATを実施し，潜在的自尊心の高
低でさらに群分けを行い，顕在高・潜在高群
13名，顕在高・潜在低群 15名，顕在低・潜
在低群 17名，顕在低・潜在低群 14名を分析
対象者とした。ストレス課題として，アナグ
ラム課題と計算課題を用いた。3 ブロック実
施し，全問回答可能条件・回答可能 6割条件・
全問回答可能条件の順で実施した。いずれも
正答率 7割の問題であると教示し，連続 2ブ
ロックで 7割以上の正答率になるまで，試行
を継続すると教示した。 

 その結果，顕在的自尊心が高いと主観的な
ストレスを感じやすく，潜在的自尊心が高い
と課題を重要であると判断しやすいことが
わかった。潜在的自尊心が高いと血圧
（SBP・DBP）が高くなることが示された。
このことから，潜在的自尊心が高いと，課題
を重要であると認知しやすく，その結果とし
て問題解決に向けて努力することから自律
神経系の覚醒が高まり，ストレスの増大に結
びつくものと考えられる。つまり，ストレス
状況における不適応性には，潜在的自尊心の



 

 

高さが関係していると言える。 
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